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2018年夏、世界各国1,758人の高校生が
高校生スペシャルの活動に参加をしてく
れました。彼らは日常の世界を離れ、それ
ぞれの活動国において多大な貢献をもた
らしてくれたのです。
 
高校生ボランティアの皆さんがプロジェクトを選ぶところから出発の準備、
到着後のサポートまでの全ての段階を、専任のスタッフがサポートします。
我々のこのサポート体制は、各活動先に現地オフィスを構え、そこに勤務
をする専属のスタッフの存在も含めて他に類を見ないものと自負してい
ます。
 
2018年の高校生スペシャルにおいて我々が高校生ボランティア一人ひとり
に活動の意義を示したように、高校生スペシャルでのボランティアの指針
を示すことがこの報告書の狙いです。この活動に参加をしてくれた高校生
ボランティアが海外でボランティアをしようと決断した時から、それぞれの
活動先で培った他者への共感と思いやりと共に帰途につくまでのこの一
連の経験を、皆さんと共有したいのです。

高校生スペシャルでは、ボランティアの皆さんに活動先での文化や生活様
式に触れ、多くの人に出会い、その人たちの人生や取り巻く生活に変化を
もたらすことを目指しています。今年も、ボランティアたちは多くの刺激的
な素晴らしい方々と出会いました。同時に、そのボランティアたちも多くの
人々に刺激を与えました。

高校生ボランティアは、様々なバックグラウンドや人生を歩んできた人たち
と有意義な関係を築き、活動先が直面している貧困などの課題に取り組
み、ともに活動をした各国からのボランティアとの触れ合いを通して世界
の多様性を学び理解を深め、それぞれの国に帰国をします。プロジェクト
アブロードでは、多様な価値観を持ったボランティアやインターンを尊重し
ています。この多様性は高校生スペシャルにおいて、同じような世界市民と
しての考えを持った人々と国際的なつながりを持つ機会を得ることができ
ます。そしてそれぞれの参加者が持ち合わせる異なる能力が互いに融合し
合い、プロジェクトアブロードの活動を通して現地に“違い”を生み出して
いくのです。

今年の高校生スペシャルのボランティア参加者の方々を、我々は心から誇
りに思っています。我々の旅に参加してくれたこと、自分の可能性を発見し
てくれたこと、そして世界への影響を与える一因となってくれたことに対し
て、ここに皆さんへ感謝の意を述べます。
 
プロジェクトアブロード
CEO Greg Thomson
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2018年　
高校生スペシャル概要

2018年に行われた高校生スペシャルの活動実績です。

世界中の
4,800人
以上の子供たちと活動

5つの学校と
21の教室の壁を塗装

医療活動において
7,650人
以上の人に医療サービスを提供

3つの運動場と
2つの校庭を建設

密猟者からの保護のために
160匹
以上の亀の巣から卵を採集

5,800本
以上の木を植樹

1,300kg
の水を供給
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HIGHLIGHTS
Thank you to all of our volunteers who joined us on our journey through 
2017. You helped us:

目次
この高校生スペシャル活動実績は、高校生ボランティアの皆さん一人ひとりが現地へ渡航するまで、現地での
貴重な活動、そして高校生ボランティアそれぞれが活動を通して学んだこと、得たことを紹介します。
高校生ボランティアの皆さんが自分たちにできることは何か、それらを見つけるために活動に参加をされたよ
うに、この活動実績を手に取ってくれている方にも、高校生ボランティアがそれぞれの活動で得たことを発見す
る旅に出てほしいと思います。 長期的な目標への取り組み

プロジェクトアブロードが行なっている活動すべてにおいて、長期的な目標を
設定しています。この目標は、現地での活動に携わっているコミュニティから得
た情報をもとに設定されています。
 
高校生スペシャルを通しての活動は我々の長期目標の達成に近づくという点
で、とても重要な役割を果たしています。彼らが現地で行うすべての活動はこ
の目標に則して行われており、現在までに参加した高校生ボランティア一人ひ
とりが積み上げてきた実績に基づいています。

国際連合が定めた持続可能な開発目標
（SUSTAINABLE DEVELOPMENT GOALS 

SDGS）に基づいた取り組み
持続可能な開発目標は、持続可能な開発のための17のグローバル目標と169
のターゲット(達成基準)からなる、国連が2015年に定めた開発目標です。この
目標は、国ごとの多様性や、人々や生物にとってより良い世界になることを目
標に掲げています。我々のすべての活動は、これらの持続可能な開発目標に基
づいた長期目標に焦点を当てて行われており、高校生スペシャルもこの持続
可能な開発目標を達成する一助の活動を担っています。

43  2018年高校生スペシャルはまだ始まったばかり

08  お申し込みまでの流れ

09  出発の準備

10  現地に到着
	 12  活動を共にする人たちと対面
	 13  新しい環境への適応

37  帰国
	 38  人とのつながり
	 39  異文化交流
	 40  個人的な成長

14  活動開始
	 15  各国からのボランティアとの協働
		  15  医療
		  22  人権
		  24  チャイルドケア
	 26  新たな資源の創出
	 30  環境保護
		  30  清掃活動
		  32  生物多様性に関しての学習
		  33  森林再生
		  34  動物保護
		  35  外来種の駆除
		  36  コミュニティ活動
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高校生スペシャルに参加をする高校生ボランティアの皆さんがプロジ
ェクトアブロードに加わると決断をしてから、渡航前準備を担当するボ
ランティアアドバイザーからビザや事前に準備が必要な内容に関して
ご案内を行います。ボランティアアドバイザーは高校生ボランティアが
渡航に向けた準備を行うにあたってのサポートを担当し、活動先のこと
からその国の文化、活動内容の詳細、ビザの手配や持参すべき持ち物
などに関してお伝えします。もちろん、高校生ボランティアの皆さんが疑
問に思う点に関してもボランティアアドバイザーから回答しています。

渡航に際してビザが必要な活動国でプロジェクトに参加する場合、ボ
ランティアアドバイザーからビザ申請に必要な書類や申請方法につい
てご案内します。また、プロジェクトアブロードが提携をしている旅行
代理店のご紹介も行っており、海外への渡航に不慣れな場合であって
も支障なく渡航できる体制を構築しています。

出発の準備

 “安全に海外を旅することのできる手段であると
いう理由から、両親が承諾してくれたということも
あり高校生スペシャルを選びました。また、同じ興
味を持つ世界中の若者たちと知り合いたいという
思いもありました。” 

“活動への参加が決定した時
から、私が思いつく限りの質
問に辛抱強く答えてくださっ
たプロジェクトアブロードの
スタッフには非常に感謝して
います。滞在国や、活動内容
に関しての詳細な情報につ
いて記載されているプロジ
ェクトアブロードのマイペー
ジに関して教えてもらいまし
た。活動に参加する前にこの
ような必要な情報を知ること
ができたので気持ちが楽にな
りました。フライトの前には、
ボランティアアドバイザーに
紹介してもらった同じ飛行機
で出国する他のボランティア
とも連絡を取ることができ、
一人で飛行機に乗るのは初
めてだったので、とても安心
しました！” 

 “海外に渡り、ケアのボランティアをするのと同時
に他国の文化を体験したいという思いから、高校
生スペシャルに参加しました。私は、手続き等すべ
て自分で行うのが不安でしたが、高校生スペシャ
ルでは現地での移動などあらゆる面でサポートを
提供してくれたおかげで、自分が望んでいた異な
る文化も体験することができました。”

ボランティアアドバイザーとして、渡航前準備の段階においてどれだけ信頼関係を築け

るかということが最も重要だと考えています。多くの高校生ボランティアの皆さんはプロ

ジェクト開始の数ヶ月前には申し込みをされるので、出発が近づくにつれて彼らの不安

を取り除けるように努めてきました。

ボランティアアドバイザーとしてプロジェクトアブロードの活動に参加をする高校生ボラ

ンティア一人ひとりに活動先の情報は的確に伝えるよう心がけています。例えば、文化的

な規範や、現地に到着した時に何をすべきか、慣れない環境下でどのように順応していく

か、ボランティアとしての役割、活動内容や滞在場所の詳細、ビザやその他の全般的な質

問への回答、そしてもちろん、初めて一人で海外へ渡航する方は特にご両親や本人が安

心できるよう、何か心配なことがあれば逐次対応しています。

電話やメール、スカイプを通してすべてのボランティアの人たち連絡を行えるおかげで、

彼らの旅の一部になることは、私もその地域の一員となることができるという意味で喜

びを感じています”

ケア＆スペイン語inアルゼンチン・ケア＆コミュニティ
inフィジー参加者 N Rさん

ベリーズ・ネパール・ペルー・タイ ボランティアアドバイザー Claudia Arendse

ケア＆コミュニティinガーナ・公衆衛生
inカンボジア参加者 O Wさん

法律＆人権in南アフ
リカ参加者 lice W

お申し込みまでの流れ
自分たちの日常を飛び出して、まだ訪れたことのない異国の地でボラ
ンティア活動に取り組むという決断をするのはとても勇気のいることで
す。プロジェクトアブロードのスタッフがお申し込み前の段階からサポ
ートを行うのはこのためです。高校生ボランティア一人ひとりの興味や
経験に基づき、スタッフがどのプロジェクトが皆さんに最適なのか、そ
れぞれの活動にはどのような違いがあるのかなどご案内しています。
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今年は：

1,758人
が高校生スペシャルに参

加

404人
の高校生ボランティアが
プロジェクトアブロードお
よび提携旅行代理店が手
配をした航空券を利用し
て各活動先に渡航

イギリス、アメリカ、中国、ス
ペイン、フランス、韓国、イン
ド、日本、ポーランドなどの

69
の異なる国々から高校生
ボランティアが参加

アルゼンチン、ネパール、ガ
ーナ、カンボジア、ペルー、
スリランカ、タンザニアなど

27
の国の活動にボランティ

アが参加

現地に到着
活動国に到着をしたら、まず現地スタッフが空港で高校生ボランティアの皆さんと合流し、そ
のまま各滞在先に移動します。スタッフは、ボランティアの皆さんがくつろげるようにホストフ
ァミリーや活動先のスタッフ、活動内容に関しての説明を行います。

“一人で海外へ渡航すること自体が初めてでした。自
分たちのサポートをしてくれる現地スタッフがいると感
じてからは、より安心して活動に携わることができたと
思います。自分は新しい文化に馴染むことが得意であ
るということに今回初めて自覚することができました。

ケア＆コミュニティinペルー参加者 Camilla J

“プロジェクトアブロードの活動を通して感じたことは、
スタッフの皆さんがいかに思慮深いか、ということです。
彼らは、「高校生ボランティアが一人で海外へ渡航する
ことの難しさ」をとてもよく理解してくれましたし、活動
先での滞在に馴染めるように最大限のサポートをして
くれました。”

ケア＆スペイン語inアルゼンチン・ケア＆コミュニティ
inフィジー参加者 N R
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活動を共にする人たちとの対面
高校生ボランティアの皆さんにとって、日本を発ってから現地に到着するまでの間で一番印象深いこととは
なんでしょう。それは、長時間のフライトを経て現地に到着した皆さんを迎える親しみやすい顔ぶれではない
でしょうか。我々プロジェクトアブロードの現地スタッフは高校生ボランティアの皆さんを空港でお迎えし、滞
在先にお連れしました。滞在先で新しい家族に温かく迎えられることにより、ホストファミリーは皆さんにとっ
ての第二の家族となったことでしょう。

新しい環境への適応
高校生ボランティアの中には、はじめはとてもシャイな人もいます。不安な気持ちになるのは当たり前でし
ょう！ですが、高校生ボランティアたちは現地スタッフや、ホストファミリー、そして同じグループの各国から
の高校生ボランティアたちと経験を共にすることで徐々に環境に慣れていきます。

“高校生ボランティア参加者たちが互いについてはもちろん、自分自身ついて理解し、より良いチームに
成長する過程を観察するのはわたしにとってはとてもいい経験でした。”

高校生スペシャルinルーマニア スーパーバイザー　Andra Tanasescu

“高校生スペシャルに参加をしたボランティアと共に活動できたことは、私にとってとてもいい経験でし
た。個々の高校生ボランティア参加者は本当に個性的でした。全員が、最初は自分に自信がないようで
したが、日が経つにつれて自信をもって一生懸命活動してくれるようになりました。皆がお互いを気に
かけ、仲間外れになっているボランティアは一人もいませんでした。私をいつも笑わせてくれ、そこには
退屈な時間などありませんでした。私が高校生ボランティア一人ひとりぞれから色々なことを学んだよ
うに、彼らもまた私から色々なことを学んだようです。”

 自然保護プロジェクトコーディネーター・科学者inベリーズJoshua Borland 

“高校生ボランティアのグループを観察することは、わたしにとってとてもいい経験
でした。それは、参加者たちがいかに成長し、自分の殻を破り、異なる文化や国か
ら来たボランティアたちと協働するかを見守ることが出来たからです。”

ボランティアコーディネーターin南アフリカ Nadia van der Schyff

“私は食事の時間に高校生ボランティアの皆と食卓を囲み、ボランティ
アの活動やそれぞれの国に関して質問することが大好きです。”

ホストマザーinフィリピン Tita D

“若いボランティアを迎え入れる楽しみは、異なる個性を持った方々に会えると
いうこと、そして異なる文化を学ぶことができるということ、そして生涯の友人が
できるということです。今まで受け入れた高校生ボランティアの中には、今でも
連絡を取り、家族旅行の時にケープタウンに立ち寄ってくれる人もいます。”

ホストマザーin南アフリカasneem B

“高校生ボランティアの中にはシャイな人もいますが、何かの拍子に私たちに心
を開いてくれる瞬間があります。その後は、家族に溶け込んでくれたり、家庭内の
アクティビティに参加してくれたりもします。”

ホストファミリーinコスタリカ
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活動開始 
それぞれの活動先でのオリエンテーションを終えた後は、いよいよ活動開始で
す。以下は、高校生スペシャルでの活動成果です。

高校生ボランティアは、現地の医療従事者をサポー
トするという非常に重要な役割を果たしました。医
療アウトリーチの間は、プロの医療従事者の処置を
観察しました。また、血糖値や血圧の測定といった基
礎的な処置のサポートも行いました。

このような技術は、最初に医療従事者と共に行った
ワークショップにおいて学びました。医療アウトリー
チの間にボランティアが補助を行うということはつ
まり、彼らがサポートをしている間に恵まれない境
遇にある地域のより多くの人々に対して、医療サー
ビスを提供できるということなのです。

このような地域の人々は、経済的な理由もしくは交
通の便が悪いという理由で、症状に見合った適切な
処置を受けることが出来ません。適切な処置が遅れ
ることにより、症状が悪化するケースが多くの発展
途上国の医療現場では見られます。初期の段階で症
状を的確に把握することにより、その後の必要な医
療サービスの提供に繋げられます。このように、定期
的な検診が早期の段階で何らかの異常を発見し、リ
スクを予見し、将来的にはさらなる問題を予防する
ことにつながります。

医療

“高校生ボランティアたちは学習することに対して
とても熱心で、観察眼が鋭く、礼儀正しく独創的で
した。彼らが滞在していた夏の間は、一年のうちで
一番忙しい時期であり、現地のプロジェクトアブロ
ードのスタッフたちの仕事量の一部をサポートして
くれたという意味でも、気概溢れるボランティアの
皆さんはとても助けになりました。彼らの熱意の
おかげで、コットンを用意することから患者の血圧
を測定することまで、ボランティアに任せることが
でき、そのおかげでスタッフがより一層自分の仕事
に集中することが出来ました。”

医療機関inジャマイカ 
Nurse Lawrence

各国からのボランティアとの協働
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医療ボランティアの活動内容の抜粋です：

カンボジアにて、
1130人の子
供、高齢者、身体障がい
者に対して健康診断を
実施

モンゴルにて、ホ
ームレスを含む
240人に対して
集団検診を実施

ガーナにて、血圧の測
定やB型肝炎の検査を
1000人に、また159の
マラリア検査を実施。

全部で27の医療
活動を実施

スリランカに
て、医療活動を
2,700
人に対して実施。

ケニアにて、37
の地域住民に対して無
料の健康診断を実施。

ペルーにて、
250人以上の子
供に対して医療活動を
実施

タンザニアにて、1,000
人を超える地域住民に

対して10の医療
活動を実施

ボリビアにて、
200
人以上の人々に対して
糖尿病の検査を実施

ボリビアにて、歯
周病の予防のた
めに200
人以上の子供に対して
歯磨きなどの衛生教育
を実施

ボリビアにて、ペットの
ワクチン接種の予算が
ない飼い主向けに、犬
と猫にワクチン接種を
実施

ベリーズに
て、550
の地域住民に対して医
療活動を実施

活動を通して
7,650人
を超える人たちに医療検査を
実施

ケーススタディ：
病気の早期発
見へ尽力
医師の監督の下、ペルーの医
療ボランティアの参加者は地
域の子供の血液検査のサポー
トを行いました。特に、貧血の
人向けに鉄分の検査も行いま
した。医師たちは、この検査で
得られた情報をもとに保護者
に対して衛生指導を行い、ある
男児は血液の鉄分値が特に低
いことが分かりました。

この結果を受けて、医療チーム
は彼の母親に対して経過観察
の方法について説明を行いま
した。これを受けて、男児はリ
マにある専門家のもとで診察
を受けることになりました。我
々ボランティアによる早期発見
なしでは、この男児は処置を受
ける前に合併症を起こすこと
になっていたでしょう。

ケーススタディ：
STEVEの新た
な希望
Steveは2型糖尿病によって、深
刻な足の感染症を患い、ベリ
ーズにある移動診療所を初め
て訪れました。ボランティアは
彼の血糖値を測定し、血糖値
がとても高いことが分かりまし
た。Steveは自宅で血糖値の測
定をすることが出来なかった
ため、自分の健康状態が悪化
していたことに気づかなかった
のです。医療活動に参加してい
た専門家は、彼の足の感染症
は糖尿病に関係しているとし、
治療計画を立てました。

何週間かしたのち、Steveの足
はほぼ完治しました。Steveの
足が完治したのは、皆さんの医
療活動のたまものです。もしこ
こに来なければ、彼の足は治
療されることもなかったでしょ
う。高校生ボランティアたちは
本当によくやってくれました。

ケーススタディ ケーススタディ
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人々に変化をもたらしたのは、医療活動だけではありません。健康に関する意識向上のキャンペーンを通して、一般的な風邪な
どの症状やその原因、治療方法について共有しました。このキャンペーンにより、人々の健康への意識が高まり、早期の治療に
つながることが期待されます。

 ケニアにて、いつも弛まぬ努力をしてくれたMIN SEO とLAURAへ。
膨大な量の仕事の合間にベッドカバーを変え、自分で食事することのできない患者の食事の世話をするといった、人がやり
たがらない仕事を引き受けてくれました。患者のケアの質の向上を試みる上で、とても重要な役割を果たしてくれました。

以下は2018年に実施された健康意識への喚起を促す活動の
一例です。

タンザニアの7つの学校に
て、運動による健康につい
ての講習を実施

ネパールとタンザニアの
学校にて、応急手当講習を
実施

スリランカの汚染水を採
取している5つの街におい
て、蚊の繁殖地を撲滅する
ために清掃活動を実施

ケニアの二つの学校に
て、生徒に生理用品の配
布及び生理に関する指導
を実施

ジャマイカ、アルゼンチン、
タンザニアにて、健康的
な食事の重要性について
指導

スリランカにて、デング熱
への注意喚起を促す案内
を500人の地域住民に
配布

ベリーズにて、ジカ熱に対
する赤十字活動の一環と
して72の家庭を調査

ジャマイカとスリランカに
て蚊の繁殖地を検査・撲
滅する活動の一環として
126の家庭を訪問

ベリーズの99の家庭を訪
問し、蚊を媒介とした疾病
の予防意識を高めること
を目的とした案内を配布

ジャマイカとネパールに
て、660人の学生に対し
て口腔衛生について指導

本当にありがとう：
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ケーススタディ：
太陽を楽しむ
7月は紫外線予防月間です。こ
れを記念して、ベリーズの高校
生ボランティアは手作りの日焼
け止めを作りました！この日焼
け止めのレシピで特筆すべき
点は、一般に販売されている日
焼け止めに含まれているよう
な有害物質を含んでいないと
いうことです。このような有害
な物質は、サンゴ礁の白化やベ
リーズバリアリーフの非常に重
要な生態系に影響を与えるの
です。その点、この日焼け止め
はサンゴ礁に影響を与えるこ
となく人々を日焼けから守って
くれます。
この日焼け止めを作った後は、
ボランティアは現地の子供たち
向けに紫外線予防とサンゴ礁
の白化に関するプレゼンテーシ
ョンを行いました。このプレゼ
ンテーションをより記憶に残る
ものにするために、言葉探しゲ
ームなども取り入れました。ベ
リーズに住む子供たちに肌と
サンゴ礁を傷つけることなく太
陽の下で遊ぶ機会を与えてくれ
たボランティアの皆さんには、
とても感謝しています。

“ある日、私たちは子供たちにきちんと手を洗う方法と、歯を磨く方法について指導しました。また、健康に害がなく、安価で、かつ簡
単な石鹸の作り方を自分たちで編み出し、村に住むお母さん方に教えました。

私の一番の思い出は、理学療法の患者さん向けにヘルスセンターでフィットネスアクティビティのイベントを開催したことです。患
者さんや看護師さん、インターンのみんなも参加してくれました。私たちは日々の生活に簡単に取り入れることのできるようなアク
ティビティを提案し、患者さんの筋力トレーニングをサポートしました。そして最終的には、有酸素運動として楽しいダンスを考案し
ました。

“正直、私は血液または生傷を見ることによって取り乱したり、不安な気持ちになったりすることはないと考えていました。ですが、そ
れと同時に、本当に自分はこのような処置を問題なく行うことが出来るのか、ということは分かりませんでした。活動を行ったクリニ
ックで、生傷や血液を実際に処置することがあり、その時に初めて、自分はこのような処置を問題なく行うことが出来るのだというこ
とが分かりました。”
“クリニックで勤務しているときとワークショップレッスンの間に、本当にたくさんのことを学びました。どうやって傷口を縫うのかとい
うことから縫合の際にどの糸を使用するのかということ、注射の打ち方を学ぶ際にはフルーツや豚の足に実際に注射をするという
体験もしました。”

高校生スペシャル公共衛生inフィリピンSarah P

医療inペルー Faith L

活動先に違いを生み出すというプロセス
の中で、医療ボランティアの参加者たち
は非常に価値のある体験をしました。彼
らの参加したプロジェクトは、彼らが本
当に医療従事するということに適してい
るのか、また医療に興味を持つことが出
来るのかということを判断する非常にい
い機会だったと考えています。すべての
活動は、医療のプロによる監督の下、行
われました。そして高校生ボランティアた
ちはこの学習の機会を通して多くのこと
を学びました。

2018年の高校生スペシャル医療
プロジェクトに参加をした高校生
ボランティアたちは：

基礎的な健康診断や応急処置、心肺蘇生法、
注射や点滴の準備、縫合、経鼻胃チューブやカ
テーテルの挿入方法といった項目を網羅した
医療ワークショップに参加

開腹手術や耳鼻咽喉手術、口腔手術、そして開
胸手術を見学

ネパール、スリランカ、タンザニアにて帝王切
開と自然分娩を見学

モンゴルにて夜勤の救急車内での措置を見学

アルゼンチンにて、医師の監督のもと視力テス
トの補助とレントゲン機器を使用

医師の補助のもと、血圧と血糖値の測定や、傷
口に包帯を巻く処置を実践

タンザニアにて、血液研究所のテスト分析を
見学

蚊は、地球上で一番人間に死をもたらす危険のある
生き物なのです！2018年、この問題に取り組むために
プロジェクトアブロードは蚊を媒介とした疾病の撲
滅キャンペーンを行いました。高校生スペシャルに参
加者をした各国からの高校生ボランティアは、蚊を媒
介とした疾病と蚊の繁殖地を撲滅させるという意識
を高めるための活動に携わりました。また、医療活動
の間に経済的に余裕のない地域住民に対して、マラ
リアやデング熱の予防のために蚊の殺虫剤の配布も
行いました。. 

知っていましたか？ケーススタディ
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世界中で、高校生スペシャルの参加者は人権と社会的公正の
重要性を訴えました。

アルゼンチンでは、高校生ボランティアたちは数千人も
の女性が参加をした中絶権の容認を訴える活動に加わ
りました。これは“妊娠してから14週間以内の場合であ
れば中絶を行うことを合法化するという案を上院で法案
化する”という内容のものでした。女性の中絶容認を訴え
る人権活動家たちは、中絶が認められないことによって、
多くの女性たちが危険な中絶に頼らざるを得ないことに
なり、結果として産婦の死亡率の大きな要因になってい
ると訴えています。アムネスティインターナショナルによる
と、3,000人以上の女性が過去25年間で危険な中絶のた
めに死亡していると報告されています。

ガーナでは、高校生ボランティアは4つの学校で80人の
学生に対して教育のプレゼンテーションを行いました。こ
のプレゼンテーションは家庭内暴力やいじめ、そして基
本的な人権に焦点を当てて行われました。プレゼンテー
ションの後は、高校生ボランティアによってクイズが行わ
れました。これによって、プレゼンテーションを聞いていた
生徒たちがどの程度の内容を覚えていて、かつ理解を得
られたかを明確にすることができました。

南アフリカでは、国際女性デーを祝して、ボランティアた
ちは地域の400人の女性のためにイベントを開催しまし
た。ボランティアたちはイベントを企画し、女性たちがリラ
ックスして食事や会話などを楽しめるよう努めました。

人権

ガーナの学校の生徒

“高校生ボランティアが行った活動を通して、今は何が家庭内
暴力なのか学びました。いまだに我々の地域ではこのような
問題がありますが、当時はどうやって対処するべきか知りませ
んでした。”

法律と人権の活動に参加した高校生ボラン
ティアたちは、これらの分野に関して共に学
習する機会を得ました。この取り組みは、経
験の浅い弁護士や人権の専門家にとって将
来の自分たちのキャリア形成に役立つこと
が期待されます。

2018年の法律＆人権に
参加したボランティアた
ちは：

アルゼンチンにおいて、1976年か
ら1983年の間に当時の独裁政権
により数万人の市民が失踪、殺害
された時代について学ぶため、独
裁政権時代につくられた留置所を
訪問。当時の政権下で妹が失踪し
たというホストファザーの一人と
も面談

南アフリカにおいて、模擬裁判の
際に演説の練習を実践

海外において、法律のシステムと
人権問題を理解する手段を会得

ワークショップの際に弁護士と人
権のスペシャリストに面会し、彼ら
の仕事について学習
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幼児期は、子供が大人になる際の重要な基盤となります。このような形成期に、子供は最
もサポートを要するのです。高校生ボランティアたちは遊びや、数学と英語の基礎を教える
ことを通して学習することを促すことを目的に、世界中の子供たちと活動しました。

高校生ボランティアたちは、人員が不足している学校やケアセンターで、非常に価値のあ
るサポートを行いました。高校生ボランティアのサポートは、教師たちにより身近に子供た
ちに接する機会を与え、子供たちがより伸ばすべき分野を明確にしてくれました。

高校生ボランティアたちは学校の休みの際に開催されるサマーキャンプの手伝いも行い
ました。高校生ボランティアはサマーキャンプを通して子供たちに学習する機会を提供し
たのです。たこれによって子供たちの親は、勤務時間中にわざわざ時間を取って子供の世
話をする手間がなくなるため、より仕事に集中できる環境を得ることができるのです。

子供のケア

“ある日、出勤するときに非常に印象的なことが起きました。ある高校生ボランティアが我々
の活動に参加したことによって、それまではあまり見せなかった気配りを見せるようになっ
たのです。他のボランティア参加者によると、彼が成長したということが活動参加中に一番
感化された出来事だというのです。”
“この成長したボランティアの当人であるJasonは、障がいのある男性が異臭を放っていると
いう理由で周りの歩行者が補助をしようとしない中、彼はこの男性が道を渡る際の補助を
自ら行ったのです。この光景を目にした時、他のボランティアたちは涙を流し、ジェイソンを手
伝ったといいます。”

責任者in中国　Tifa Wang

自ら関わっているプロジェクトア
ブロードの仕事を通して、国境を
超えた人間関係を築けるというこ
とに非常にやりがいを感じていま
す。我々の活動は極めて重要なも
のであり、助けを必要としている
地域の人々に対して高校生ボラ
ンティアが様々な活動に取り組め
る場を提供できるということ、その
ことに誇りを持っています。

高校生スペシャルコーディネーター
in南アフリカ　Nadia Moore

ケア＆コミュニティINベトナムに参加した高校生ボランティアの皆さん
ソーシャルイベントへの参加を中止して、活動先の生徒のために学校の教材の買い出しに行ってくれました。

ケニアでボランティアをしていたPAULINE
活動を共にしていた子供の一人であるJOSEPHの具合が悪く、入院していた時は、グループのメンバーと共にお見舞いに
行っていました。彼女はまた、JOSEPHの母親に面会し、彼の体調が良くなり、退院できるようになるまで彼の健康状態を
確認してくれました。

本当にありがとう：

活動内容の一例です：
ガーナで

150人の生徒に
対して、アルゼンチンで
40人の生徒に対してそ
れぞれ休日の際に開講
されるホリデースクー
ルを運営

ペルーにおいて、人員
不足のケアセンターで

590人の学生と
活動

ルーマニアにおいて、若
い学生が10までの数え
方と動物や職業、それ
に感情をどのように英
語で表すか英語で習得

フィジーにおいて、

30人の幼稚園児
が英語で各月の名称を
学習

南アフリカの少女が一
ヶ月の勉強の末、自分
の名前の書き方を習得

ガーナにおいて、

160人の子供た
ちのためにサッカー教
室を運営

ベトナムにおいて、2
週間の活動ののちに

95人の幼稚園児
が10までの英語での数
の数え方と、数字につ
いて学習

世界中の
4,800人
以上の子供たちと活動
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若いエネルギーによって高校生スペシャルの活動は、世界中の活動先でたくさんの新しい資源を創出し続けました。彼らは、チームとし
て活動し、確実に結果を残しました。彼らは、彼ら自身の手で、運動場や教室を一から作り上げました。

ただの校舎の壁であっても、そこに明るい色で塗装
したり、子供たちの興味を惹く壁に塗り替えることに
より生徒たちの感性を刺激します。高校生ボランティ
アが行った壁の塗装により、校舎はより見栄えのす
る楽しい学習環境の構築の一助につながりました。

新たな資源の創出

2018年高校生スペシャルの功績：
エクアドルとフィジーに
おいて、3つの運動場を
建設

カンボジアの幼稚園に
おいて、2つの手洗い場
を制作

カンボジアにおいて、2
つの学校に登校するた
めの通学路を整備

ペルーのケアセンター
において、家具を製作

モンゴルとスリランカに
おいて、果物の木とリサ
イクルされた材料を使
用して、子供たちの五
感を刺激する2つの庭
を建設

ネパールの学校におい
て、教室を建設

2018年の高校生スペシャ
ルで、高校生ボランティアが
塗装作業を行ったのは：

ジャマイカとカンボジアの21の教室

５つの学校の壁、ドア、窓枠、床、戸
棚、テーブル

マダガスカルのとある村にある約半
分の家の壁

ガーナで泥でできた家に漆喰を塗装

スリランカで学校2校の壁を塗装

カンボジアで4つのシャワールーム

とセラピールームを塗装

フィジーで2つの教会と幼稚園、図

書館を塗装

ベリーズで教室の壁を塗装

ケニアの養蜂所とは？
2018年の高校生ボランティアたちは、ケニ
アでミツバチの養蜂に取り組みました。ま
た、高校生ボランティアたちは現地の養蜂
農家のために2つの巣箱を修理して据え
付けました。このことは、彼ら自身が事業
を継続できる仕組みを構築する支援につ
ながります。しかし、それだけではありませ
ん！ハチミツを販売した利益の一部は、そ
の地域の恵まれない境遇にあるケアセン
ターの維持費に充てられます。ボランティ
アの皆さん、un-bee-lievableな（素晴らし
い）活動をありがとうございます！

2,650
人以上の生徒の
ためにボランティ
アは学校や幼稚
園の塗装作業を行
いました

牧師inフィジー

“我々の教会は、15年前に塗装作業がされたまま、
その後は再度塗装作業をするための十分な資金
がないままでした。プロジェクトアブロードの皆
さんが援助をして下さったことに本当に感謝して
います。”

ケーススタディ
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考古学プロジェクトに参加した高校生ボランティアの皆さんは、発掘された工芸品の維持や文化的に価値のある遺跡の保護活動
においてとても重要な役割を果たしました。彼らは発掘現場や保護が行き届いていない工芸品の維持や清掃の手伝い、発掘された
遺跡の分類を行いました。また、活動を通して考古学の分野も熱心に学びました。

“運動場は皆さんのおかげで素晴らしいものになりました。子供たちはとて
も喜んでいますし、今の運動場をとても誇りに思っています。”

ケアセンターに勤務する教師in南アフリカ

ただの修繕にとどまら
ない、リノベーション
作業
高校生スペシャルのボランティアの皆さ
んは、スラム街にある2つの学校を修繕
しました。2001年にケニアにおいて初
等教育が無償化されてから、多くの公立
学校が資金不足となり、学校施設は整
備がされていない状態のまま放置され
ていました。例えば、このような学校の
教室には床に大きな穴があり、しかもそ
の穴は非常に汚いものでした。不衛生
な状態によって感染症が学校中に蔓延
してしまい、また施設の構造上の問題
は子供たちへの教育を妨げるよう要因
の一つにもなっていました。

高校生ボランティアたちはこのような
状況にある教室を清掃し、放置されて
いた穴を埋め、壁を塗装してくれまし
た。修繕作業が終了してからは、その
学校を代表してある生徒がボランティ
アに対して感謝の意を表したスピーチ
を行いました。スピーチの時に彼女は
涙を流しながら、いかに危険な教室で
学習することに対して慣れてしまって
いたかについて話しました。また、その
学校の校長先生も高校生ボランティア
に対して感謝の意を表するために小さ
な会を開き、功績をたたえて学校の庭
に記念樹を植樹することにしました。

ケーススタディ

“高校生ボランティアとともに活動をするのは今回が12回目でしたが、私は
いつも高校生スペシャルのボランティアの皆さんと働くことを楽しみにして
います。また、高校生ボランティアの近況報告やワークショップ、プレゼンテ
ーションを聞くことも私をわくわくさせてくれます。このことがペルーの考古
学プロジェクトの一員であり続け、高校生ボランティアの知的欲求を少しで
も満たしたいという私自身の活動の根本になっています。

考古学プロジェクト監督inペルー　Daniel O’Shea

“プロジェクトアブロードの支援にはとても感謝しています。高校生ボランティアの皆さんは私の家をとてもきれい
にしてくださいましたし、今は自分の家が雨で崩れるという心配もなく、夜は安心して眠ることが出来るようにな
りました。”

ボランティアが漆喰と壁の塗装を行った家の持ち主inガーナ　Daavi A

高校生ボランティア
が修繕したのは：

カンボジアと南アフリカに
おいて子供たちがより安全
に遊べることを目的とした
２つの運動場

マダガスカルにおいて教室
の椅子と道路

南アフリカおいて家庭内暴
力を受けた女性を保護す
るためのシェルターの庭

ジャマイカにおいて校庭

Before

高校生スペシャル考古学プロジェクトの参加者は：
ルーマニアにて、土偶や、火打ち用の
道具、蓋といった非常に珍しい工芸
品を発掘

ペルーにて、ピキヤクタ遺跡の入り
口の50％以上を覆っていたおよそ
100平方メートルの苔を清掃

After
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高校生スペシャルのボランティアの皆さんは、“我々
の美しい地球を守る”という言葉を体現する素晴ら
しい活躍を見せてくれました。彼らはビーチなどの
清掃活動、生物多様性の学習、環境保護に関する意
識向上のキャンペーン、森林再生への取り組み、外
来生物の駆除などの活動に携わり、最も脆弱な生
態系を保護する実践的な役割を果たしました。

ベリーズ、カンボジ
ア、コスタリカ、ケ
ニア、メキシコ、ス
リランカにて、合計
1,300kg
以上のゴミを収集しま
した

環境保護

あなたは掘れます
か？
長い間、ベリーズの東部にある
Hunting Cayeはゴミに覆われ
ていました。この場所はウミガ
メの産卵場所の一つでしたが、
あまりにもその周辺にゴミが散
乱していたこともありいつしか
産卵に適さない場所へと変わり
果てていました。

高校生ボランティアたちはこれ
らのゴミの大半は砂の中に埋ま
っているということに気づき、こ
の一帯の地域を清掃することに
決めました。その結果、砂の中
に埋まっていた45kgものゴミを
掘り出したのです。

その翌日、ホークスビルガメ（タ
イマイ）が砂浜にやってきまし
た。そのカメは産卵するに適し
た場所を見つけるために周囲
を掘っていましたが、最終的に
ボランティアがちょうど清掃した
ところに産卵したのです。
高校生ボランティアの皆さん、
この砂浜をカメが産卵するのに
最適な場所にするためのegg-
celent（素晴らしい）活動をあり
がとうございました！

模範を示すこと
2018年の高校生ボランティア
は、カンボジアの首都プノンペ
ン郊外にある３つの学校でコミ
ュニティ・デイを開催しました。
彼らはプラスチックの有害性
や、廃棄物管理、環境保護の重
要性に関して子供たちに伝えま
した。また、環境に関する教育
的なゲームを行い、学校の生徒
にも参加してもらいながら、運
動場の周りの180kg以上のゴミ
を拾いました。

その次の週に、ある小学校の生
徒の一人からゴミ拾いを続ける
ためにより多くのゴミ袋と軍手
が必要と依頼を受けました。こ
の依頼を受けた後、教師たちは
たくさんの生徒が彼ら自身の意
思で学校の周りでゴミ拾いをす
る様子を見かけたといいます。
この心温まるお話は、高校生ボ
ランティアたちが地域の人々が
よりきれいな環境を目指して行
動し続けるよう、働きかけた一
例であると考えています。

ケーススタディ

ケーススタディ

清掃
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生物多様性に関する学習を通して野生生物や生態系を考察す
ることは、効果的な環境保護の戦略を練るうえにおいてとても
重要なことです。高校生ボランティアたちはどのような手法が
生態系の保護を行うにあたり効果的かを考え、その手法を主導
し、そしてデータベースを揃えながら管理計画を立てました。野
生動物の分類や彼らの行動範囲、そして習性などを理解するこ
とにより、より実効性のある生態系全体の保護につながるもの
と考えています。

高校生スペシャルのボランティアはまた、森林再生の活動にも
取り組みました。その土地固有の木やマングローブを植えるこ
とで、野生動物が生息する自然環境の改善の一助につながった
のです。森林再生活動は特にマングローブなどは非常に多くの
二酸化炭素を吸収するため、地球温暖化に代表される気候変
動を抑制することも期待されます。

高校生ボランティ
アが参加した活動
内容

ケニアにて、11羽の野
鳥調査と、絶滅の危機に
瀕している10匹のロス
チャイルドキリンの調査
を実施

ベリーズにて、ウミガメ
の生態調査を行い、行
動調査を目的としたタ
グ付けを実施

ガラパゴス諸島にて、ゾ
ウガメの飼育施設で生
態調査を実施

ケニアにて、ライオンの
生態調査を実施

コスタリカにて、3キロ
にわたって現地に生息
する野鳥とサルの生態
調査を実施

コスタリカにて、チョウチ
ョとコウモリの生態調査
を実査

メキシコとガラパゴスに
て、現地に生息する野鳥
の生態調査を実施

2018年に高校生
ボランティアが植
樹したのは：

フィジーにて2,700
本以上のマングローブ

メキシコにて650個の
マングローブの苗木

マダガスカル、ケニア、
コスタリカにて1,200
本以上のその土地固有
の木

フィジーにて1,240個
の珠芽をマングローブ
の苗床に植え付け、メキ
シコでは新しいマングロ
ーブの苗床を追加

生物多様性に関する学習 森林再生への取り組み

“環境保護のプログラムに参加したことで、マダガスカル特有
の動植物について学ぶことができましたし、非常に虚弱な生態
系についてより深く理解することが出来ました。

ケア＆コミュニティinマダガスカル　Simone V

合計で、

5,800
本以上の木々
がボランティア
によって植樹
されました。

野鳥は生態系がいかに健全に機能しているかを示す
非常に重要な指標です。各地を飛び回るという鳥の
習性により、彼らは植物の種を広範囲に渡り散布する
役割を果たし、その結果植物は発芽することができる
のです。鳥が生態系の中から除外されてしまえば、食
物連鎖が崩れ、生態系に多大な影響を及ぼしてしま
うことでしょう。そのため、環境保護プロジェクトの活
動の一環として野鳥の観察をプロジェクトアブロード
では実施しています。

ご存知でしたか？
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密猟は、絶命が懸念されている野生動物にとって非常に大きな脅威です。環境保護プロジェクトの活動の一環として密猟者が仕掛
けた罠の除去も行われており、以下はその一例です：

もともとその地に生息していない動植物は、在来種にとっては脅威となります。高校生ボランティアはそれぞれの活動先で、外来種
によって本来の生態系が脅かされている状況を食い止める活動に携わります。具体的な活動内容として、今年の高校生スペシャル
のボランティア参加者たちは：

動物保護 外来種の駆除

オサガメは、海洋生物の中でも極めて絶滅の危険性が高い
動物の一種です。つまり、このことはこの地域の野生動物が消
滅してしまう一歩手前ということなのです！ボランティアがメ
キシコの海岸沿い一帯でこのカメを保護しようとしているの
はこのためです。ウミガメにとっての脅威の一つとして、卵の
密猟が挙げられます。ボランティアたちはパトロールを夜間に
行い、新たに産卵された卵の巣がないか見つけます。その後、
密猟者の手にかかる前に高校生ボランティアたちにより保護
機器に移されます。卵が孵化したのち、カメは海に放たれるの
です。

ご存知でしたか？

メキシコで、野生のウミガ
メが産み落とした155個
の卵を採取し、密猟から守
るためにプロジェクトア
ブロードが活動を行って
いる地元の野生動物セン
ターに移しました。その結
果、６月から８月の間に合
計で24,400体のウミガメ
の子供がボランティアの
手によって孵化しました。

７月と８月に、ペルーでの
活動に参加をした高校生
ボランティアたちは48の
カメの産卵場所から同じ
く密猟者から保護するた
めに1,340個の卵を移動
しました。卵から孵化した
カメは、Taricaya環境保護
センター設立17周年の記
念日にあたる2018年11月
5日に海に放されました。

ケニアにて、野生動物保
護のために17の鉄線を
除去しました。この金属製
の鉄線はもともと自然界
に存在しないものであり、
野生のシカやキリン、シマ
ウマにとっては生命を危
機にさらしかねません。こ
の鉄線を取り除くことによ
り、野生動物が人間の手
によって死に追いやられる
リスクを未然に防ぐことに
つながりました。

ベリーズにて、本来生息し
ていない131匹のミノカサ
ゴを駆除

ケニアにて、コチニールカ
イガラムシに餌付けするこ
とで30のウチワサボテン
の木を駆除

ガラパゴスにて、在来種の
個体数に影響を及ぼすキ
イチゴの実などの外来種
を駆除
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帰国の途へ
活動が終了し、最初に設定した目標が達成されると、高校生スペシ
ャルのボランティアの皆さんとのお別れが訪れます。異国の地で活
動に取り組むという旅は終わりましたが、これは世界に視野を向
けた新しい旅のほんの始まりに過ぎないのです。

限られた時間の中で高校生ボランティアたちが成
長し、視野が広がっていく過程を間近に見ること
ができるのはとても価値のあることだと感じてい
ます。また、彼らがいかに情熱を持っており、困って
いる人に手を差し伸べ、できる限りのことをしよう
としているかを目にすることができるのもまた、素
晴らしい経験だと感じています。彼らが帰国をし
た後も、家族や友人など周りの人たちを巻き込み
ながらこの南アフリカで培った経験を生かしてい
ってほしいと思います。

すべての活動は必ずしも人目を引くようなもので
はないかもしれません。しかし、住み慣れた環境を
飛び出して、その地域の人々の助けとなるべく、そ
してそれまでとは異なる文化を体験するべくこの
国に来てくれたボランティアの皆さんに会えたこと
は、他にはない経験であると感じています。ケニア
に来たほとんどの高校生ボランティアは、短い期
間ではありましたが、この国に来た時とは異なる
思いをもって帰途についているように感じますし、
活動に参加する以前と比べて、自分の国での生活
がいかに恵まれたものなのだとその有り難みが分
かったと多くの人が口を揃えて言っています。

高校生スペシャルコーディネーターinケニア
Scott Taari

高校生スペシャルコーディネーターin南アフリカ
Nadia Moore

環境保護の活動は、なにも直接的に動植物を保護するだけ
の活動にとどまりません。高校生スペシャルの参加者たち
は、その地域に住む地元の人々に環境の重要性を伝え、同
時に環境に負荷をかけない生活様式についてのキャンペー
ンにも取り組みます。地元の人々に生態系の重要性を理解
してもらいながら環境保護活動を長期的な視点にたって持
続させていく、それがプロジェクトアブロードが行っている環
境保護プロジェクトの長期的なゴールです。

コミュニティ活動
地域コミュニティで高校
生ボランティアが携わっ
た活動の一例です：

ケニアにて、6つの省エネルギー
コンロを導入しました。このコン
ロは、通常のコンロに対して薪の
使用量が25％少なく、伐採する森
林を減少させられるというメリッ
トがあります。高校生ボランティ
アたちは特に高齢の人たちが多
く住む地域でこのコンロの導入
を進め、薪を得るために必要とさ
れる労働力の削減にも力を入れ
ました。また、このコンロは人々
の呼吸器官の疾病対策にも役立
っています。

コスタリカのバラ・オンダ国立公
園内にある２㎞ほどの道の整備
を行い、国立公園を訪れる観光
客が植物などが生い茂る場所を
踏み荒らすことがないようにしま
した。

カンボジアのボランティア参加者
は、地域の３校の学校にて、廃棄
物管理や環境保護のためのワー
クショップを開催しました。

ベリーズでサマーキャンプに参加
した高校生ボランティアは、子供
たちにリサイクルやウミガメ、外
来熱帯魚に関してのプレゼンテ
ーションを行いました。

“私にとって印象的だった活動の一つは、道の修復作業で
した。最初は、この活動にどのような意味があるのだろうと
少し懐疑的でしたが、他のボランティア参加者や地域の人
々と作業するのは非常に楽しかったですし、最終的に私た
ちが修繕した道路が重い貨物でも通過できるほどになっ
た時は大きな達成感を感じました。また、村の方々に対し
て直接プラスの影響を与えられたと知った時も、非常にや
りがいを感じました。”

環境保護＆コミュニティinマダガスカル
Simone V
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高校生ボランティアにとって、人々との出会いというのは活動の中でも一番価値のあることだと考えています。活動を通して、彼らは
現地スタッフやホストファミリー、活動先の人々と互いに深いつながりを築きます。相互に助け合い、互いの違いを認めることによっ
てより深く彼らの関係性は将来に続くものとなることでしょう。

人とのつながり 異文化交流

プロジェクトアブロードが行っている高校生スペシャルは、各国から参加をする高校生ボランティアと共に活動を行うことから様々
なバックグランドを持つ人たちと交流するのに最適な場であると考えています。高校生ボランティアは現地の生活様式の中に入り、
彼らの生活を共に体験しながら活動を行います。活動先での日々を共有することで、彼らは世界中から集まった同じ志を持つ高校
生と関係を築くのです。

“私が現地で得た思い出とそこで出会った人々との関係は、これからも生涯続くことで
しょう。ほとんどの高校生ボランティアが活動の際に一番よく感じるであろうことは、現
地で出会った人々や、プロジェクトアブロードのメンバーは、本当の家族のようだとい
うことです。

公衆衛生inフィリピン　Sarah P

“自分が参加した高校生スペシャルの活動を通して、世界に目を向けること
の大切さを学びました。高校生スペシャルに参加する前は、私はカナダの中
にある限られた世界の中で暮らしていたことに気づき、活動を通して世界は
いかに広く、またその中にもそれぞれに違いあることを学べたと思います。
ネパールでの滞在を通して、視野の広い、物事を多角的に考えられる人間
に成長できたと感じています。”

医療inネパール　Jordan B

“高校生スペシャルは、普段とは異なる生活様式を体験するとともに、異な
る生活様式の中で生活をするというのはどういうことかを学ぶこともできる
のではないでしょうか。例えば、学校の仕組みや医療施設といったものがど
のように自分たちの国の仕組みと違っているか学べると思います。滞在を通
して、食事の慣習も異なることにも気づくことでしょう。その違いに気づいた
後、高校生ボランティアは活動先で体験した食事などを帰国してから料理
したりする人もいます。帰国したのちに、以前私の家で作った料理のレシピ
を教えてほしいと連絡してくれたボランティアもいました。

ホストマザーinジャマイカ
Dorette N

“なんということでしょう！活動先で知り合った一人ひとりとの出会いは
活動の中でも非常に大きな要素を占めていました。この旅の中で、高校
生ボランティアをはじめスタッフの方々、ホストファミリー、活動先の人々
や患者さんを含む多くの素晴らしい人々と出会い、関係を築くことが出
来ました。いつも私たちのことを気にかけ、面倒を見てくださった素晴ら
しいホストファミリーと生活を共にすることが出来たのも、私にとっては
素晴らしい経験でした。お別れをすることは本当につらい事でしたが、
彼らはこれからもわたしの家族であり、心の中にいると感じています。他
のボランティアとももちろん、密に連絡を取り合い、その関係は現在も続
いています。

医療inペルー　Faith L

アルゼンチンで、わたしはミラネサという肉の一種に挑戦しました。もともと食べ
物の好き嫌いが激しかったのですが、ミラネサに挑戦したおかげで今はたくさん
の食べ物に挑戦することが出来るようになりました。

子供のケア＆スペイン語inアルゼンチン／子供のケア＆コミュニティinフィジー
Naomi R
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個人的な成長

活動を終えた高校生ボランティアの多くは、活動を通して新たに学んだ責任感、他者への共感や思いやりをたずさえ帰国の途へと
つきます。各々の経験とともに帰国をする高校生ボランティアは、帰国した後も周囲に違いを生み出せるような人間に成長していっ
てくれることでしょう。

“楽観的な、そしてポジティブな人間になることが出来ました。また、人の助けになるこ
とによって自分も幸せになることが出来ると考えるようになりました。”

子供のケア＆パンダin中国　Jingshen “Jason” C

“もし友人が高校生スペシャルに参加したほうがいいかと聞いてきたら、 わたしは間違いなくその友人にプロ
ジェクトアブロードの活動に参加するべきだと伝えるでしょう。活動に参加したことは自分が今まで経験した中
で最も素晴らしい経験だったと思いますし、人生の要であると感じています。この経験によって、わたしは自分
自身のことや将来のこと、好きなこと、そして物事への考え方など多くのことを学びました。これから、活動を通
して学んだことを糧にあらゆることに挑戦していきたいと思います！”

“活動を共にした高校生スペシャルの参加者とは現在も連絡を取り合っています。この数年
間、いかに多くの人が成長したかをひしひしと感じています。来年法学部を卒業する人、学生と
して学問に励んでいる人、他の国に移住している人、南アフリカに再度観光をしに訪れている
人…本当に様々です。このたった3ヶ月の間で出会った人たちが、南アフリカで学んだことを糧
に彼らの今後に活かしていくのを目にすることを待ちきれずにいます。

医療inペルー　Faith L

高校生スペシャル人権　コーディネーターin南アフリカ
Ricardo Van Der Merwe

4140 2018 高校生スペシャル活動実績



高校生スペシャルのボランティア
はまだ始まったばかり
高校生スペシャルに参加をした皆さんは、それぞれ帰国の途につきま
す。彼らは世界中の人々と新しい人間関係を築き、成長をし、自分自
身の可能性に気づき、そして価値ある影響を及ぼしてくれました。我
々は2018年の高校生スペシャルの参加者の皆さんに感謝したいと思
います。皆さんがいなければ、このレポートにあるような成果を得るこ
とは実現不可能でした。また、高校生ボランティアの皆さんには帰国
してからもそれぞれの場所で周囲に’違い’を生み出していってほしい
と思います。皆さんのそれぞれに合わせた次なる挑戦を後押しする準
備はできています。高校生、大学生、社会人、その後の人生においても
皆さんの成長を後押しし、プロジェクトアブロードの活動に再度加わ
ってくれることをお待ちしています。

自分の可能性に気づいたなら、私たちと共に、新たな可
能性を探しに行きませんか？

4342 2018 高校生スペシャル活動実績
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